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疥癬診療ガイドラインが推奨する

新しい疥癬治療
について
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従来、疥癬の治療にはクロタミトン、安息香酸ベンジル、ガンマ-ＢＨＣ（現在は使用

禁止）、硫黄軟膏、ペルメトリン（個人輸入により使用）などの外用薬が用いられてきた。

2006年に待望の内服薬イベルメクチン（ストロメクトール®錠）が疥癬に対し保険

適用された。これは2015年ノーベル生理学・医学賞を受賞された大村 智先生が

発見されたエバーメクチン（アベルメクチン）の誘導体である。イベルメクチンにより、

集団発生など、外用薬の全身塗布が困難な場面で治療者側の労力が軽減され、また

患者側も全身塗布の手間や不快感から解放された。さらに2014年に毒性が低い

ピレスロイド系の外用薬フェノトリン（スミスリン®ローション）が保険適用となった。

有効性の高い内服薬、外用薬がそろったところで、2015年10月疥癬診療ガイドライン

（第3版）が刊行された。ガイドラインが推奨する新しい疥癬治療について報告する。
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